
市場では，インターネットに代表される新たな

価値創造を目的とした IT基盤の利用の現れとし

て，レガシーネットワーク（低速の音声帯域回線

中心のネットワーク接続）に替えてオープンネッ

トワーク（超高速，大容量ネットワーク，TCP／IP

ネットワーク接続）の採用，移行が普遍的なもの

となってきた．

日本ユニシスは，ClearPath サーバ CSシリー

ズ，HMPシリーズをお使いのお客様が，これま

で築き上げてきた企業情報資産を有効に活用する

ことで，ネットワークモダナイゼーションを可能

にする新製品群の販売を開始した．

1． 新製品一覧

ClearPath サーバHMPシリーズは，HMP（Het-

erogeneous Multi Processing：異機種統合サー

バ）という名前の示すとおりWindows 環境との

連携／融合を図ってきた．さらに 2001 年 7 月に発

表したClearPath サーバ CSシリーズは，ES 7000

シリーズでその真価が実証されたCMPアーキテ

クチャを採用し，HMPシリーズの可用性，信頼

性を飛躍的に発展させた，エンタプライズサーバ

シリーズである．

表 1で CS 7101 シリーズ，ClearPath サーバ

HMP NX／LXシリーズ，表 2で CS 7802 シリー

ズ，ClearPath サーバHMP IXシリーズのネット

ワークモダナイゼーション製品一覧を示す．

ClearPath サーバ CSシリーズ，HMPシリーズ

をお使いのお客様にとって，これらの製品がオー

プンネットワークへの移行を可能にする一助にな

ると確信している．

2． レガシーネットワークのサポート

ホストコンピュータは，新たなハードウェアと

ソフトウェアによってオープンで高速なネットワ

ークへのアクセスが可能となった．しかしながら，

同時に回線系を中心としたレガシープロトコルの

サポートも必要となる．ClearPath サーバHMP

シリーズでは，強力なUSTマルチプロトコルコ

ンバータ SC―82 シリーズ（最大 2回線のUST

SC―8235，最大 8回線のUST SC―8255，最大 48

回線のUST SC―8270）を使用することによって

回線系のプロトコルをサポートし，お客様の IP

ネットワークキングへの移行を可能にする．
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ブロードバンドネットワーク時代のエンタープ

ライズサーバコンピューティングを支える
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のネットワークモダナイゼーション製品群

表 1 CS 7101シリーズ，HMP NX／LXシリーズのネットワークモダナイゼーション製品
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2．1 ClearPath／MCP通信ゲートウェイ A―

GW：基本ハンドラ（JBA／JCA）

ClearPath／MCP通信ゲートウェイの中心とな

るA―GW：基本ハンドラ（JBA／JCA）は，Win-

dows サーバ上で稼働しUSTプロトコルコンバ

ータを制御する．回線接続を行った後，ClearPath

サーバHMP NX／LXシリーズの JBA GW対応

APパッケージによる全銀協ベーシック手順，お

よび JCA GW対応APパッケージによる JCA手

順のファイル伝送を実現する．主な特徴は次の通

りである．

・オープン環境への対応：旧来の回線系プロ

トコルをサポートしながら，MCPサーバ

をTCP／IP ベースで構築されたオープン

なネットワークへ対応を可能にする

・拡張性／冗長性：USTプロトコルコンバー

タの採用により，接続回線の追加／2 重化

構成を容易にする

A―GW：基本ハンドラ（JBA／JCA）の動作環

境を図 1に示す．

2．2 ClearPath／OS 2200通信ゲートウェイ

ClearPath／OS 2200 通信ゲートウェイ（以下 22

GWシステムと略）は，UNIXシステム上で稼働

表 2 CS 7802シリーズ，HMP IXシリーズのネットワークモダナイゼーション製品
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・IXSAM : 22 GWシステムの構成要素で，USTとのデータ I／Oを行なうためのミドルウェア
・USTハンドラ：22 GWシステムの構成要素で，USTとのデータ I／Oを行なう．
・IS―USF : 2200／IX ホストとの通信において，トランスポートサービスを提供する．
・22 GW BASE : 22 GWシステム全体を管理する本体

・WINSAM : A―GW：基本ハンドラ（JBA／JCA）の構成要素で，USTとのデータ I／O
を行なうためのミドルウェア

・CCFcomコンポーネント：HMPの基本ソフトウェアに含まれ，メモリ／CS―BUSに
よる通信をMCPサーバと行う．

図 1 MCP通信ゲートウェイの動作環境

図 2 22 GWシステムの動作環境
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し，既存のレガシープロトコルを使用して回線経

由で接続している端末，ホストシステムおよびセ

ンタとClearPath サーバHMP IXシリーズ上で

稼働するTIP アプリケーションとの接続を可能

とするシステムソフトウェアである．22 GWシ

ステムの主な特徴は次の通りである．

・オープン環境への対応：TCP／IP ベースで

構築されたオープンなネットワークへ対応

するCPCommと旧来の非TCP／IP のシス

テムとの接続が可能

・多彩なプロトコルのサポート：標準的なセ

ンタ接続のプロトコルBSC，SCCP―I，

SCCP―II，X.25 などを標準提供

・拡張性：回線ボードの追加あるいはUST

の増設により接続回線の追加が可能

・冗長性：2重化構成により障害へ対応，ミ

ッションクリティカルな業務へ対応が可能

・既存資産の有効活用：データ形式の踏襲及

びNMS，AMS機能の踏襲により，現行

TELCONの基でのプログラム資産の活用

が可能

22 GWシステムの動作環境を図 2に示す．
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